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論文内容の要旨
本論文はSn0 2 を母体としたガス検出素子の CO ガスとの反応機構を検討し， CO ガス検出の選択性，
感度の湿度依存性，さらに素子製作の生産性等の向上を目的として実施した一連の研究成果をまとめ
たもので， 7 章および付緑から構成されている。
第 1 章では，半導体ガス検出素子の現状を概観し，特に CO ガス検出素子の持つ特性の改善点、につ
いて述べ，本研究の目的と意義とを明らかにしている。




第 3 章では，疎水性シリカゾルを固結剤として用いた厚膜素子の作成と結果について述べている o
Th0 2 を含む厚膜素子は感度の湿度依存性が低く ， CO ガス検出の選択性，機械的強度，生産性など
の点に於て優れていることが示されている。
第 4 章では， CO ガスを含む空気中で厚膜素子を用いて見出した発振現象について述べている。疎
水性シリカゾルの混合が発振振巾の増大と安定化をもたらすことを手掛りとして， Sn0 2表面と CO ガ
スとの反応や発振の機構について考察を行っている。
第 5 章では，通常の焼成温度より高い温度で焼成された厚膜 CO 検出素子のH2ガスに対する感度を
調べ，負の検出特性(ガスに接触したとき抵抗が増大する)を示すガス濃度，むよび動作温度領域が




第 6 章では， Sn0 2 を母体とする CO ガス検出素子に含まれる Pd および Th0 2 の作用を抵抗の温度
変化を測定することにより調べ， CO ガス検出に及ぼす添加物の影響を考察しているつ
第 7 章では第 2 章から第 6 章までの研究結果を総括し，結論をまとめている。








著者はプロパン検出素子として用いられている Sn0 2 -Pd 素子が H2. CO アルコール等の還元性
ガスに対しでも高い感度を示す事実に着目し これに添加物を加えることにより CO に高い選択性
を有する素子を見出さんとしたのである。まづ Sn0 2 -Pd 素子における吸着水の減少がCO 感度の





基礎的な面では，上記厚膜素子が比較的高濃度( 0.1%前後)の CO を含む空気中で安定，かっ大
振巾の発振現象を示すことを見出し，解析を行うと共に新らしい応用を示唆している。また. Sn02-
Pd 素子とこれに Th0 2 を加えた素子とを比較することによりガス検出機構の立入った考察を行ってい
る。
以上のように本論文は CO 検出素子の実用化に貢献すると共に 半導体ガスセンサーの物質設計に
対し有力な指針を与えて居り，電子工学に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値
あるものと 2忍める。
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